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	１０８　コハク酸メチルプレドニゾロンナトリウム②（小児科３８）
	ソル・メドロール静注用、他後発品あり
	①　抗ショック作用
	②　抗炎症作用
	③　抗アレルギー作用、抗体産生の抑制
	④　脊髄損傷に対する改善効果
	⑤　抗喘息作用
	原則として、「コハク酸メチルプレドニゾロンナトリウム【注射薬】」を「間質性肺炎」、「特発性肺ヘモジデローシス」に対して処方した場合、当該使用事例を審査上認める。
	薬理作用が同様と推定される。
	使用上の注意において、「観察を十分に行うこと。（小児等の発育抑制があらわれることがある｡）」及び「長期投与した場合、頭蓋内圧亢進症状があらわれることがある。」と記載があることに留意して使用されるべきであること。
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